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本日の講座 午後のプログラム
[第1回]藤本蚕業歴史館に学ぶ地域アーカイブの課題

【講座タイムテーブル】
ゲスト講師：小平千文氏（上田小県近現代史研究会会長）、桂木恵氏（同事務局長）

10:00 講座のねらいと概要

10:15 藤本蚕業歴史館・概要

10:30 藤本蚕業歴史館・バックヤードの未整理資料見聞

11:00 藤本蚕業の資料整理をふり返る

（12:00 休憩）

13:00 資料整理の課題と方法、資料目録の作成
～藤本蚕業所蔵資料を例に～

（14:20 休憩）

14:30 受講者の皆さんのデジタルアーカイブ構築課題を聴きあう

16:00 終了



『藤本蚕業アーカイブ』 2022年12月開設

藤本蚕業史料目録 藤本蚕業アーカイブ

https://d-commons.net/fujimoto-arch/https://d-commons.net/fujimoto-index/

https://d-commons.net/fujimoto-arch/
https://d-commons.net/fujimoto-index/


先行講座「実践講座１」
講座記録

実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座

– https://d-commons.net/uedagaku/?c=&p=11252

– 第１回～第３回の講座をオンデマンド化、講座資料掲載

https://d-commons.net/uedagaku/?c=&p=11252


人材育成の課題

•人材育成の方向性

– デジタルアーカイブを利用した活動の実践

– デジタルアーカイブの計画・構築

•知識循環型社会における人材育成の課題

– リスキル教育の課題

– リカレント教育の課題

藤本蚕業歴史館で学ぶ
デジタルアーキビスト養成リスキル/リカレント講座

2022/12～2023/2開催

課題解決モデルとなるDAサイト構築と講座提供



この講座の学習目標

•背景

– 社会のデジタル化：知識循環型社会へのシフト

– 全国的に足踏みの地域資料デジタル化

•学習目標

– 地域資料のデジタルアーカイブ化とその活用支援（本来の目
的）をどう進めればよいかがわかるようになる

– つまづきやすい、勘違いしやすいDA化の課題が踏まえられる
ようになる

– 個人・職員のリスキル・リカレントによる主体的なデジタルア
ーカイブ化を企画・実践できるようになる



デジタルアーカイブの全般的課題

•熟さない社会的ニーズ、必要性を感じない社会

•地域デジタルアーカイブの要件は？

– 平易に扱えるデータセット

– 構造化されたメタデータセット＋データエンティティ

– 誰もが参加できる

– プログラム差し替えが容易にできる

利用者の立場に立った平易で運用しやすいシステム



分散的で不均一な地域資料の構造特性

•地域資料：多様で不均一なメタデータ構造

•構築者：ＭＡＬＵＩ、多様な組織・個人

•利用者
– 世代間のギャップ

– 知識差の著しいギャップ

– 利用者間のＩＣＴスキル差

– 個別的で小さく異なるアーカイブ特性

所与の条件：地域特性

分散運用可能なクラウドサービスモデル

構造特性の違いを超克できるサービスモデル



藤本蚕業歴史館所蔵資料への視座

•地元の資料こそ、地元の宝（灯台下暗し）

•未整理、道半ばこそ最良のテキストである

•近現代こそ知識開拓のフロンティア

•アーカイブ構築から「これから」が始まる

•「悉皆(しっかい)」資料こそ知識の源泉

画像提供：藤本蚕業歴史館



『藤本蚕業歴史館史料目録』サンプル



資料アーカイブの作成イメージ
歴史館空間をネットに移植(デジタルツイン)



『史料目録』の課題

•目録完成から１３年経過し殆ど使われない

•関係者が少なくなり、「わからない」化

•関心のある人はほとんど現れない

•紙媒体では活用しようがない

・目録のテキストコード化→データベースソース化(Excel)
・目録とデジタル資料の機能的リンク

デジタルアーカイブ化
紙からデータを救済し活用可能に導く



史料の課題

•来館しない限り史料を取り出すことは全く不可能

•リクエストない限り閉館（開かずの間）

•来館しても書庫にしまわれ取り出しにくい

•利用者側の「インタレスト」の接点・情報がどこにもない

デジタルアーカイブ化
史料をネット公開し物理的アクセス不要に



そもそも「歴史館」の課題は？

•そもそもの目的は？

– 史料の保全・活用、蚕種製造の産業史の裏付けなど

•現実の利用形態は？

– ほんのたまに見学あり、ただし所蔵史料は使われない

•未来に橋渡しできるのか？

– 次世代は全く知らない、関心も持ちようがない

– いつなくなってもおかしくない

地域課題と捉え、
その課題解決プロジェクトを立ち上げ



目録のデジタルアーカイブ化

•OCRによるテキストコードへの変換

•誤変換等データ修正、不統一データの統一化

•異なるスキーマの一元化スキーマへの統合

藤本蚕業史料目録



目録のテキストコード化

読取革命
テキストコード化

Excel
メタデータ編集
スキーマ統合

アーカイブサイト
一括取り込み



史料のデジタルアーカイブ化

•スキャナ入力によるデジタル化

•画像の加工処理

•文書単位でのデータのグループ化仕分け

•アーカイブサイトへの登録

藤本蚕業アーカイブ



史料のデジタル化
▼史料(一次資料) ▼史料をスキャンor撮影 ▼画像データ保存

▼PCでデータチェック、
修正•除去

▼画像補正、リサイズ ▼PDF+再利用可能画像



目録データの構造

大分類
中分類
小分類
史料目録（明細データ）

カテゴリ
大分類/中分類/小分類属性
史料目録（明細データ）



目録データ(1)



目録データ(2)



スキーマ（メタデータ構造）→テーブル

• 通番

• 大分類コード

• 中分類コード

• 小分類番号(分類Ⅱ)

• 棚ラベル

• 枝番

• 史料ID

• フォルダ名称

• 西暦

• 史料名([史料ID]  史料名 (西暦))

• 備考

• 発行年月

• 配置

• 目録頁

• 分類番号

• 巻･号著者

• 発行元

• 発行場所



史料IDとアーカイブ内での紐づけ

a12-31-5

目録からメタ引き出し

ハイパーリンク

史料IDは史料ラベル番号
をユニークにＩＤコード化

【史料ID】



目録分類→アーカイブサイトカテゴリ

【カテゴリ】
t1 展示パネル
t2 展示写真等
t3 展示物
a1 文書/戦前/製造
a2 文書/戦前/営業
a3 文書/戦前/会計
a4 文書/戦前/分場
a5 文書/戦前/土浦
a6 文書/戦前/その他

b 文書/戦後
c1 書籍
c2 雑誌
c3 新聞
d 図書/宗家
e 一紙文書
f 文書/宗家/近世
g 文書/宗家/近代
hその後追加



午後２：皆さんのアーカイブ構築課題を
聴いて学びあい

•デジタルアーカイブの関心事

•この講座を受講した目的

•企画したいデジタルアーカイブ

•質問事項 など



次回(明日2/5)の講座

•「地域資料デジタルアーカイブの構築に向けて」

•オンデマンド受講される方は

– 第１回 2/11までに録画視聴 →受講報告

– 第２回 2/12までに録画視聴 →受講報告

•最終回 2/18(土)「皆さんのデジタルアーカイ
ブ/地域学習企画披露会」

•講座受講がスタート、その後の実践を見据える



本日のまとめ

•第１回受講報告をご投稿ください

– →メールでお知らせします



話題提供： DA実践のご参考に

•「みんなでつくる信州上田デジタルマップ」

– https://d-commons.net/uedagaku/

– 学生がアーカイブ参照のキュレーションを今投稿中

– 教え／教わるを超えた「学びあい」メディア

– 『西塩田時報』を参照した「面白記事ピックアップ」

•https://d-commons.net/uedagaku?c=27

•実践講座１「地域資料活用によるキュレーショ
ン講座」
– https://d-commons.net/uedagaku/?c=&p=11252

https://d-commons.net/uedagaku/
https://d-commons.net/uedagaku?c=27
https://d-commons.net/uedagaku/?c=&p=11252
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